
第２回らいふ介護セミナー

今回は、全国の施設の情報を豊富にもち、現場です
ぐ使えるリスクマネジメントを企画されていると定
評のある山田滋さんが講師ということで、茅ヶ崎市
内のデイサービスや横浜市、藤沢市からも参加があ
り 名が集まりました。やるべきことをやっていれ
ば防げる賠償責任が発生する事故と防ぐことが困難
な事故について説明され、家族へのリスク共有の働
きかけが大切であることがわかりました。特に認知
症の方の行方不明事故の報告は大変参考になりまし
た。事故を起こした本人を攻めるよりまず、施設の
ハード面からの視点と事故防止マニュアルの作成、
事故を予測する個別援助の力をつけることが私たち
に求められている事、家族、主治医、ケアマネ、各
サービスが連携して利用されるご本人のリスクを共
有することが課題だと気づかされる研修会でした。

『安全な介護とは』～デイサービスのリスクマネージメント～
講師　山田滋氏　　 2009 年 3 月 28 日　午後 6 時～ 8 時　定員 45 名

●山田滋氏プロフィール
あいおいリスクコンサル
ティング企画開発部主任
コンサルタント。
1996 年より東京営業本部
マーケット開発課にてリ
スクマネジメント企画立
案を担当。2000 年 4 月よ
り現職場にて介護・福祉
施設の経営企画・リスク
マネジメント企画立案に
携わる。老人福祉施設や
訪問介護事業者と一緒に
取り組み、現場で積み上
げた実践に基づくリスク
マネジメントの方法論は、

「わかりやすく実践的」と
好評。各種団体や施設の
要請により年間 150 回の
セミナーをこなす

誤薬、誤嚥、入浴、
レクリエーション
中、リ ハ ビ リ 中、
送迎時などの事故
事例が書かれてい
る資料を熱心に見
る参加者。

誤薬を防ぐために考
案された百円均一の
袋。お薬の説明書と
変更内容が一目で確
認できる。



らいふ萩園では、今後も継続的に黒岩
先生や宮津さんにボランティアをお願
いしながら、食事が摂れず脱水・低栄
養になる恐れがある方のご相談をお受
けすることにしました。

らいふ口腔ケア研修会

らいふ萩園では「食べること」をとおしていつま
でも元気にデイサービスへ来ていただきたいと、
口腔ケアの研修会を開きました。講師には、高齢
者や障害者施設へ積極的に入り、いつまでも口か
ら食べられるよう実践されている村田歯科医院の
院長・黒岩先生と、横須賀の高齢者施設で管理栄
養士として従事している宮津さんに来ていただき
ました
1 杯の水を飲むにも、意識レベルや唇の周辺の筋
肉、舌の運動など様々な機能を用いていることが
具体的に理解できました。また、口からおいしく
食べるには、食べられる口に改善する努力と、ゼ
リー状にしたりペースト状にしたり食形態をその
人に合わせていかなければならないことなど学び
ました。
お二人は 1 週間ぐらい前に、北海道からみえた言
語聴覚士の源間さんを連れてボランティアに来て
くださったので、食事場面や口腔ケアの具体的な
相談もできました。

講師　黒岩恭子先生　　2008 年 10 月 1 日（水）



第1回らいふ介護セミナー

多目的ホールご利用希望の方はお気軽にお問い合わせ下さい。

認知症実践者研修の講師としてもおなじみの
中田光彦氏を招き登録ヘルパーとしての実践
や特別養護老人ホームの生活相談員だった頃
の実践を通した『認知症のアドリブケア』に
ついて講演されました。
閉塞しがちな介護の状況を遊び心や発想転換
で楽しむといった内容のお話に、参加したご
家族や介護従事者も元気をいただきました。

『認知症のアドリブケア』～遊び心の発想転換～
講師　中田光彦氏　　 2008 年 3 月 24 日　午後 6 時～ 8 時　定員 30 名

●中田光彦氏プロフィ－ル
1955 年北海道小樽市生まれ｡淑徳
大学社会福祉学部卒業後、横浜市
で特別養護老人ホームの生活指導
員として勤務。パチンコ・居酒屋・
海水浴等、入居者 100 人ひとりひ
とりにしたいことを聞き、個別な
希望を実施した。退職後、鎌倉市
社会福祉協議会登録ホームヘル
パーとしてフリーの活動を行う。
各都道府県・市町村の高齢福祉課、
病院、老人ホーム、ホームヘルパー
などの職員研修、看護学校、福祉
系大学などの特別授業、各企業で
の研修の他、執筆活動と多忙な毎
日を送る。｢今をときめいて」等著
書多数。鎌倉市在住

サークル活動や研修会など幅
広く地域の皆様に利用してい
ただける多目的ホールです。



らいふ萩園では茅ヶ崎
市の委託を受け『運動
器の機能向上事業』に
取り組んでいます 

毎週一緒にトレーニングする仲間に会えることも、お互
い張り合いになっている様子です。

貯筋運動

茅ヶ崎市では平成 18 年より介護保険の非該当と
なった方を対象に、生活機能が低下し、要支援・
要介護状態にならないよう、「基本チェックリスト
及び基本健康診査」を行い、必要に応じて地域支
援事業を実施しています。

早稲田大学の福永教授が開発した、特別な器具を用い
ずできるトレーニングです。
椅子があれば、誰でもできる運動ですので、ご自宅で
簡単に出来ます。


